
 

 

4 ⽉ 7 ⽇、新学年となった朝、秋津⼩学校には例年とは違うざわつ
きがありました。2 クラスある学年が新 4 年⽣のみとなってしまった
ことへの驚きの声があふれていたのです。 

（2025 年 4 ⽉現在、児童数 208 名） 

習志野市の推計では、秋津⼩の児童数減少は続き、5 年後に 153 名
となります。児童数の規模に加えて、まちとして⼩学校をどのように
捉えるのか、まちづくりの⽂脈で考えていく時期であると考えます。 

秋津⼩の児童数激減︕今こそ、新しいまちづくりを︕ 

秋津⼩学校は県内初のコミュニティス
クールとして指定されたことでも有名
です。児童、保護者、地域の⽅々、そ
して、先⽣が⼀緒になって創ってきた
伝統を⼤事にして、未来につなげてい
きたいです。 

会派による市政報告会を⾏います。習志野市のまちづくりの今とその課題、 
今後の展望についてご報告します。お気軽にご参加ください︕ 

⽇時︓ 2025 年 6 ⽉ 14 ⽇（⼟）10:00〜11:30 
場所︓ 新習志野公⺠館 2 階多⽬的室 

市政報告会のお知らせ︓ 皆様のご意⾒をお聞かせください 

市政報告、「特集」を始めました 
いつもご⽀援、ご協⼒ありがとうございます。習志野市議会議員、会派「明⽇の習志野」代表の⼤宮

こうたです。より丁寧な情報発信を通じて前向きなまちづくりを盛り上げていくために、各地域の現状
や課題について「特集」として報告する取組を始めます。1 回⽬は秋津地域について特集します。 

地域の中核である秋津⼩学校。その校歌には
「みんなの秋津」という歌詞があります。 
今こそ、秋津のみんなで、まちと⼩学校の未
来を考え⾏動する時です。 

秋津⼩学校は 1980 年に創⽴され、埋⽴によって新しく⽣まれた秋津地域とともに育まれて、地域
の拠点となってきました。昔ながらの地域では神社やお寺が「ふるさと意識」を⽣んでいる場合があ
りますが、秋津地域では秋津⼩学校が「ふるさと意識」の⼀つのよりどころだと思っています。この
ような歴史や特性を考えれば、児童数減少に対して安易に統廃合を考えるのではなく、まちづくりの
未来を考えて、その中で⼩学校の役割や規模を考えていくことが重要です。 

秋津のまちができて約45年。このまちを創ってきてくださった⽅々へ
の感謝とともに、今こそ、次の 50 年を⾒据えた新しいまちづくりを進
める必要があります。私は、新しいまちづくりの⼀つとして、裏⾯でご
紹介する「新習志野駅周辺の活性化」を掲げて活動してきています。 

「⾃分たちのまちは⾃分たちで考えて、決めていく」ことが政治、地
⽅⾃治の基本です。みんなの秋津と秋津⼩の未来について、もっと熱量
を上げて、「みんなで考えて、⾏動すること」を続けていきましょう︕ 



 
「明日の習志野」市政報告 特集号  

 当選以来、新しいまちづくりとして「新習志野駅周辺の活性化」を提案
し続けてきました。その結果、習志野市による「基本構想」（2026 年〜
2041 年度のまちづくりの指針となる重要な⽂書）の案で、重点の⼀つと
して位置付けられました（現在、パブリックコメント中）。具体的には、
駅周辺の⼟地の⾼度利⽤や団地の再⽣等と記載されており、駅周辺に住
居・マンションや新しい商業施設が作られていく可能性がでてきました。 

 具体的に、どんな魅⼒を⽣み出していくのか、広い駅前広場はどうする
のか、海や川の活⽤はどうするのか、⾊々なご意⾒があるかと思いますの
で、ぜひ「基本構想」（案）へのパブリックコメントを通じてみなさまの
ご意⾒やご要望をお寄せください（5 ⽉ 30 ⽇締め切り）。 

 新習志野駅周辺の活性化によって、秋津地域ににぎわいが⽣まれて、そ
して、駅を中⼼とした新しいまちづくりは市内他駅にも展開することがで
きます。私は、新習志野駅周辺の活性化を通じて、新しい、ワクワクする
秋津・習志野、誰もが住みやすい街・習志野を創り出していきます。 

動き始めた、新習志野駅周辺の活性化︕ 

基本構想へのパブリックコメントは上
記 QR コードからご確認いただくか、
市役所担当課（総合政策課）にお問い
合わせください。 

 

新習志野駅と秋津公園を直結させる歩道
橋のイメージ図。「駅南北を⼀体として
捉えて活性化するために実現すべき︕」
と提案し続けています。 

会派・所属議員の紹介 
【会派】明⽇の習志野（あすのならしの） 
2023 年 5 ⽉、ワクワクする習志野を創る
ために結成された会派。特定の政党や組織
の⽀援は⼀切受けずに、対話重視、現場主
義、前向きな提案を活動指針としている。 

【所属議員】①⼤宮こうた 
1980 年 7 ⽉⽣まれ、1 期⽬。東京⼤学教養学
部卒、⽶国シラキュース⼤学⾏政⼤学院修了。
JICA（国際協⼒機構）勤務後、ワクワクする
まちづくりで習志野を盛り上げるため、完全無
所属で 23 年 4 ⽉の市議選で初当選（3 位）。 

⽇常のまちづくりも丁寧に、コツコツと推進中 
 まち全体を⾒渡した活動に加えて、⾝の回りのまちづくりも丁寧に、コ
ツコツと取り組んでいます。秋津と袖ケ浦をつなぐ地下通路における冠⽔
対策の推進、消防署秋津出張所の移転先の調整（七中グランドから隣接地
に変更）、樹⽊・道路・公園遊具等の適切な修繕や管理、皆様の声を市政
につなぎ、できる限り迅速に改善できるように⽇々活動しています。これ
からも、住⺠主導の前向きなまちづくりを推進していきますので、何かあ
ればお気軽に以下の連絡先までお声がけください。 

連絡先︓ info@omiya-kota.jp / 090-9130-9434 

秋津と袖ケ浦の間にある地下道。住⺠の
声を届けて、市役所による排⽔溝掃除が
⾏われた結果、⾬季の冠⽔が⼤幅に改善
されて、通⾏がしやすくなりました。 

会派代表の⼤宮こうたです。今、習志野市政に求められている
ものは、知恵と⼯夫、そして、ワクワクできる、前向きなまちづ
くりです。住⺠の皆様と対話を重ねながら、完全無所属の⽴場か
ら市政を刷新すべく、これからも全⼒で活動していきます。 

ご⽀援、ご協⼒を引き続きよろしくお願いします︕ 
 

 


